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※

越

の

秀

嶺 

西

福

寺 

勅

願

所 

骨

仏

の

寺 

勝

運

の

寺 

念
仏
は 

実
り
の
花
や 

法
然
忌 

 

御
忌
と
は
宗
祖
法
然
上
人
の
忌
日
法
要
の
事
で
あ
り
、
誰
も
が
等
し

く
往
生
で
き
る
専
修
念
仏
の
教
え
を
お
開
き
下
さ
れ
た
宗
祖
法
然
上

人
へ
の
恩
徳
に
感
謝
す
る
法
会
で
す
。 

  

建
暦
二
年
正
月
二
十
五
日
、
東
山
大
谷
の
禅
房
（
今
の
知
恩
院
勢
至

堂
あ
た
り
）
で
お
念
仏
の
中
に
、
お
釈
迦
さ
ま
の
御
入
滅
に
同
じ
く
御

歳
八
十
才
を
も
っ
て
、
お
浄
土
へ
お
帰
り
に
な
り
ま
し
た
。 

法
然
上
人
の
滅
後
三
百
年
ほ
ど
経
ち
、
「
大
永
の
御
忌
鳳
紹
」
が
大

永
四
年
（
一
五
二
四
）
正
月
十
八
日
に
後
柏
原
天
皇
よ
り
知
恩
院
第
二

十
五
世
超
譽
存
牛
上
人
へ
宣
下
さ
れ
ま
し
た
。 

『
知
恩
院
は
浄
土
宗
創
業
の
道
場
で
、
祖
師
入
滅
の
霊
跡
で
あ
る
。
今

よ
り
後
、
孟
春
の
月
（
陰
暦
正
月
）
に
は
京
畿
の
門
葉
を
集
め
て
、
七

日
間
昼
夜
に
法
然
上
人
の
御
忌
を
修
せ
し
む
べ
し
』
と
の
詔
に
よ
り
、

こ
れ
よ
り
法
然
上
人
の
忌
日
法
要
を
『
御
忌
』
と
言
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
各
寺
院
で
は
勅
会
と
し
て
必
ず
、
御
忌
を
営
む
よ
う
に
な
っ
た

の
で
す
。
本
年
は
八
百
十
二
回
忌
に
あ
た
り
ま
す
。
皆
様
と
共
に
さ
さ

や
か
乍
、
報
恩
の
お
念
仏
を
奉
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
此
の
度
の
布
教
師
様
は
、
総
本
山
知
恩
院
布
教
師
で
大
野
の
善
導
寺

ご
住
職 
大
門
俊
正
上
人
で
す
。
尊
い
お
話
を
頂
戴
す
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。
万
障
繰
り
合
わ
せ
の
上
お
参
り
頂
き
ま
す
よ
う
御
願
い
致
し
ま

す
。
出
会
い
難
き
、
尊
い
法
の
縁
に
進
ん
で
出
会
い
ま
し
ょ
う
。 

               

              

 

宗
祖
法
然
上
人
へ
の
知
恩
報
恩 

 

山
主 

戒
誉
信
玄 

去る４月２２日、先代鵜飼良昌山主の弟子 鵜飼良宣上人が 

総本山知恩院御忌日中法要で唱讃導師を勤められました。 

左：鵜飼良宣唱導師、右：伊藤御門主猊下（緋衣）、御門主猊下左前：役席の二橋山主 

※徳川御三家・御三卿、越前・会津（松平家）の方がご住職となられた寺は『秀嶺』と呼ばれる。 
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【
本
年
度 

新
祠
堂
開
白
芳
名(

昨
年
度
分
含
む)

】 

施
主 

 
 

続
柄 

 
 

 

戒 
 

名 

             

【
御
忌
祠
堂
施
餓
鬼
特
別
回
向
芳
名
】 

 

植
木
孫
助 

篠
原
幸
子 

加
藤
勝
治 

山
田
一
博 

大
矢
直
樹 

松
谷
恵
美
子 

田
中
肇 

山
川
五
良

兵
ヱ 

薮
下
聡 

隨
原
小
左
ヱ
門 

道
白
音
松 

藤
原
藤
兵
ヱ 

尾
子
徳
治
郎 

熊
谷
丹
後 

村
井

忠
雄 
大
道
長
九
郎 

坪
谷
俊
治 

宮
本
潔 

佐

藤
登 
塩
津
卓
雄 

松
葉
利
彦 

山
田
秀
之
助 

中
村
伊
予 
比
田
紘 

宮
川
清
裕 

森
口
久
夫 

川
田
義
昭 

野
瀬
長
七 

萩
浦
ま
さ 

加
藤
吉
兵

ヱ 

的
場
治
良
四
郎 

浜
野
寛 

塩
津
京
子 

増

田
進 

道
白
正
治
郎 
小
島
学 

松
葉
武
士 

山

口
末
松 

松
島
実 

泉
正
信 

幸
田
達
雄 

杉
田

重
太
郎 

加
々
爪
忠 

辻
子
彦
右
ヱ
門 

松
永
寿

子 

山
口
清
美 

堂
田
竹
男 
柳
田
五
郎 

谷
川

浩
治 

上
田
晴
義 

澤
崎
猛 

山
本
冨
美
子 

鈴

木
春
之 

寺
村
正
義 

森
口
仁
平 
朝
見
養
蔵 

幸
田
繁 

坂
田
ま
す 

山
口
む
め 
奥
田
小
司 

宮
川
肇 

寺
田
伊
佐
ヱ
門 

畑
田
婦
身
子 
川
嵜

修 

堂
田
弘 

山
田
甚
左
ヱ
門 

上
野
傑 
高
村

武
夫 

大
矢
英
樹 

浜
野
幸
一 

田
中
ち
え 
奥

敦
司 

谷
出
斉 

前
田
信
治 

松
原
晟
雄 

窪
田

平
三
郎 

中
村
信
一 

北
村
喜
久
治 

河
瀬
照
子 

上
田
と
み 

奥
田
孫
太
郎 

橋
本
六
造 

山
口
久 

滝
波
善
一 

坂
本
あ
い
子 

森
口
寿
夫 

笹
谷
ヤ

ス
子 

水
口
透 

松
永
和
夫 

松
葉
馥 

角
谷
郁

夫 

向
山
利
幸 

田
中
幸
一
郎 

山
口
末
七 

窪

田
実 

大
平
正
幸 

和
田
彦
太
夫 

村
尾
寿
一 

中
島
栄
作 

高
岸
裕 

田
中
正
勝 

鈴
木
茂 

井

上
ま
き 

保
花
甚
五
郎 

稲
葉
一
男 

上
田
耕
作 

松
葉
功 

沢
崎
留
吉 

宮
原
貞
治 

定
徳
武
夫 

藤
原
藤
雄 

中
村
直
行 

向
山
輝 

上
田
幸
久 

森
本
し
げ 

久
保
富
子 

川
口
光
夫 

金
井
勇 

 

中
谷
太
良
作 

谷
出
晴
彦 

堀
口
三
郎 

松
村
作

幸 

塩
谷
い
と 

西
念
寺 

松
永
越
中 

宗
野
か

の 

前
田
充
三 

畠
中
幹
雄 

朝
見
一 

大
谷
輝

夫 

松
永
勇
二 

南
章
治 

北
川
昭
夫 

金
森
芳

広 

稲
葉
五
良
四
郎 

村
口
利
一 

堀
居
雪
子 

高
松
顕 

赤
星
良
昌 

山
田
し
ず
江 

足
立
友
成 

田
辺
一
郎 

稲
葉
信
孝 

景
山
三
良
太
夫 

奥
田

善
四
郎 

沢
崎
喜
代
治 

藤
本
輝
孝 

今
村
き
く 

堂
田
唯
雄 

畑
中
真 

奥
田
み
よ 

福
島
尚
樹 

畠
中
博
明 

東
正
太
郎 

朝
見
孫
兵
ヱ 

角
野
と

し
子 

扇
博
之 

西
村
ぬ
い 

岡
田
孝
義 

成
瀬

静 

宮
原
敏
雄 

河
辺
久
男 

高
野
義
昭 

竹
澤

曻 

谷
出
与
吉 

景
山
孝
一 

小
森
冨
美
子 

山

口
総
直 

奥
田
弥
五
郎 

藤
井
英
子 

田
中
直
行 

奥
野
嘉
積 

村
井
や
え
子 

小
林
廣
先 

二
ッ
矢

セ
イ 

河
端
副
成 

籾
山
ま
さ
子 

高
野
浩 

坂

木
善
浄 

高
岸
政
子 

幸
田
國
男 

河
端
満 

中

川
助
一 

中
谷
幸
治
郎 

長
谷
川
信
義 

小
松
次

夫 

稲
葉
代
四
輝 

久
保
昌
三 

奥
田
菊
次
郎 

宗
野
冨
美
子 

宗
野
宗
子 

河
地
春
子 

前
田
照

子 

幾
野
こ
と 

川
田
正
志 

辻
康
弘 

沢
崎
喜

市 

藤
田
憲
治 

竹
中
弥
四
郎 

田
山
茂
雄 

砂

合
一
男 

村
田
栄
松 

畠
中
ヨ
シ
エ 

松
永
昭
治 

山
本
静 

原
す
え
子 

西
村
守 

畠
中
博
明 

吉

田
治 

山
本
静
子 

増
尾
正 

松
永
茂 

山
本
茂

樹 

景
山
誠
治 

佐
野
房
枝 

上
田
友
和 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

 

 

 

逮
夜
法
要 

 

御
忌
日
法
要 

 

祠
堂
施
餓
鬼 

 

説
教 

 

日
中
法
要 

午
後
六
時 

 

午
前
八
時 

 

午
前
八
時
半 

 

午
前
十
時 

 

午
前
十
一
時 

清
心
庵
梅
譽
良
香
妙
性
大
姉 

春
光
浄
園
大
姉 

染
香
院
釋
尼
妙
蓮 

願
譽
本
国
浄
誓
大
姉 

聞
信
院
徳
譽
弘
学
浄
入
居
士 

景
山
誠
治
家
先
祖
代
々 

景
山
富
雄
家
先
祖
代
々 

久
保
家
先
祖
代
々 

戒
譽
圓
月
了
頓
居
士 

圓
譽
春
月
浄
心
大
姉 

秋
岳
浄
斉
信
士 

母 母 母 夫 父 
     

父 
 

和
田 

宗
晴 

赤
田 

謙
司 

舘  

敏
雄 

山
田 

敏
夫 

角
谷 

佳
子 

景
山 

誠
治 

景
山 

恒
典 

松
橋 

寿
造 

松
橋 

寿
造 

松
橋 

寿
造 

川
埼 

ゆ
か
り 

法
然
上
人
御
忌
法
要
を
左
記
の
如

く
厳
修
致
し
ま
す
。
万
障
繰
り
合

わ
せ
の
上
お
参
り
頂
き
ま
す
よ
う
ご

案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

記 

  

五
月
二
十
四
日 

 

二
十
五
日 

一
、
説
教 

 

総
本
山
知
恩
院
布
教
師 

大
野 

善
導
寺 

大
門
俊
正
上
人 

於
：
仮
御
堂 

（七
頁
の
図
を
ご
参
照
下
さ
い
。
） 

※
 

日
中
法
要
に
て 

當
山
五

十

世 

眠
譽
良
昌
上
人
三
回
忌
大
祥
忌 

回
向
を
勤
め
ま
す 

御
忌
法
要
の
御
案
内 
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幸
田
慶
久 

景
山
隆
茂 

畑
井
国
蔵 

松
永
安

楽 

保
花
政
春 

内
山
一
正 

菅
野
倉
雄 

橋

詰
真
澄 

景
山
誠
治 

佐
野
房
枝 

上
田
友
和 

幸
田
慶
久 

景
山
隆
茂 

畑
井
国
蔵 

松
永
安

楽 
保
花
政
春 

内
山
一
正 

菅
野
倉
雄 

橋

詰
真
澄 
野
崎
六
左
ヱ
門 

稲
葉
彦
作 

高
谷

皓
之 

堀
口
格
世 

山
田
豊
幸 

久
保
与
治
平 

角
野
宗
雄 

森
腰
治
良
兵
ヱ 

谷
出
与
茂
五
郎 

加
藤
昭
治 

保
花
勝 
橋
本
義
一 

稲
葉
み
ど

り 

森
下
三
郎 

大
塚
祐
司 

久
保
吉
郎 

吉

田
邦
夫 

上
野
秀
子 

岡
田
義
和 

畑
田
彦
兵

衛 

吉
開
一
幸 

畑
守
学 
松
岸
院 

森
本
睦

枝 

寺
田
幸
男 

山
田
順 

中
川
信
夫 

高
橋

俊
介 

小
島
紀
弘 

松
永
治
左
ヱ
門 
谷
出
斉 

東
谷
清 

宮
原
継
男 

中
村
彦
太
夫 
西
村
由

夫 

田
中
康
弘 

八
田
曻
太
郎 

辻
仁
太
郎 

南
尚
子 

壁
腰
力 

山
口
正
視 

岡
本
治
雄 

奥
井
治 

松
永
茂 

藤
井
博
貴 

芝
原
浩 

道

白
順
一 

上
田
三
壽 

浜
野
幸
一 

熊
谷
陽 

山
口
忠
次 

久
保
逸
男 

久
保
与
治
平 

稲
葉

均 

浜
野
伸
浩 

菅
原
美
枝
子 

稲
葉
麗
子 

増
田
孫
四
郎 

鳥
居
忠 

中
村
太
門 

谷
口
末

治 

奥
田
小
司 

北
村
と
ら
を 

中
村
利
雄 

沢
崎
和
典 

熊
谷
陽 

江
良
み
ど
り 

西
野
恵

子 

加
藤
正
樹 

桐
畑
よ
し
え 

宮
原
敏
雄 

勝
木
み
ど
り 

加
藤
吉
美 

金
井
昌
子 

川
田

将
夫 

甫
里
定
信 

中
村
孫
太
夫 

加
藤
敏
枝 

清
水
誠
一 

松
田
信
行 

河
端
公 

谷
出
昌
夫 

橋
詰
進 

金
井
弘
子 

坂
元
富
之
助 

久
保
旬

子 

保
花
博 

河
端
昇 

中
村
誠
一 

赤
星
忠 

前
田
信
治 

澤
崎
喜
平 

山
田
正
文 

田
中
肇 

石
川
清 

赤
澤
貞
夫 

山
本
弘
子 

壁
腰
学 

中
川
武
郎 

津
田
博 

松
橋
寿
造 

西
尾
純
一 

赤
星
亮
一 

田
中
順
子 

坂
木
淨
昭 

森
口
明 

山
本
耕
吉 

加
藤
守 

景
山
泰
裕 

井
口
留
夫 

山
中
慶
子 

澤
崎
義
一 

久
保
隆
夫 

加
藤
誠

治 

森
田
高
夫 

増
田
貞
次
郎 

南
繁
治 

増

田
強
一 

高
松
顕 

芝
原
利
雄 

松
永
敏
雄 

松
島
實 

赤
田
百
合
子 

加
藤
彰 

宗
野
三
雄 

稲
葉
良
一 

野
崎
慶
子 

上
田
行
弘 

景
山
隆

茂 

中
村
昭
彦 

鷲
田
清
子 

柳
田
富
美
子 

芝
原
利
雄 

川
久
保
孝
夫 

川
井
和
夫 

豊
川

た
つ 

松
永
義
一 

今
度
和
雄 

赤
星
英
之 

石
畑
容
子 

小
林
明
美 

柳
田
富
美
子 

窪
田

き
く
ゑ 

久
保
逸
男 

中
村
貫
之 

野
崎
武
男 

八
田
曻
太
郎 

辻
子
嘉
郎 

柴
田
健
次 

西
村

誠 

澤
崎
宇
平 

金
井
義
金 

景
山
義
行 

金

井
隆
幸 

橋
詰
貢 

谷
口
政
子 

久
保
俊
作 

加
藤
鋭
史 

加
藤
彦
重
郎 

増
田
松
二 

岡
本

す
え
子 

浜
野
学 

清
水
賢
涼 

松
永
暎 

 

田
山
茂
雄 

菅
野
光
夫 

寺
田
和
男 

河
端
深 

東
茂
治 

河
辺
真
奈
己 

東
秀
一 

田
中
和
子 

奥
田
敏
明 

内
藤
一
彦 

井
上
紀
美
子 

伊
原

透 
的
場
健
夫 

櫛
村
繁
一 

畑
中
卓
実 

大

谷
輝
夫 
瀧
脇
秀
夫 

畑
守
芳
子 

金
子
久
美

子 

上
野
斉 
森
下
里
美 

中
村
一
枝 

畠
中

陽
子 

松
永
勇
二 

松
永
一
孝 

窪
田
俊
美 

奥
野
一
義 

赤
田
利
博 

足
立
佐
智
子 

吉
田

裕 

北
川
和
弘 

景
山
健
一 

田
中
久
子 

鈴

木
町
栄 

垂
水
壽
美
子 
朝
見
勇 

遠
藤
智 

久
保
富
子 

長
谷
川
富
夫 
堂
下
武
雄 

奥
村

照
男 

稲
葉
均 

森
田
芳
樹 
谷
口
政
子 

赤

田
晴
彦 

林
美
知
子 

上
見
常
男 
池
本
英
男 

向
山
功 

山
本
み
つ
江 

高
橋
み
や
子 
濱
上

和
夫 

松
葉
憲
明 

田
倉
裕
士 

久
保
富
子 

堀
口
保
雄 

辻
す
み
子 

川
田
克
己 

中
谷
愛

子 

森
田
千
尋 

坂
本
み
ゆ
き 

林
健
治 

畑

芳
則 

町
野
恵 

山
本
一
士 

河
辺
久
男 

谷

出
修 

遊
津
一
徹 

畑
幸
夫 

稲
葉
俊
郎 

中

村
真
一 

花
木
信
徹 

中
川
巧 

 

【
普
通
回
向
芳
名
】 

櫛
村
由
松 

森
下
芳
久 

奥
田
叉
四
郎 

奥
田

清
右
ヱ
門 

奥
野
彦
四
郎 

稲
葉
俊
作 

浜
野

彦
三
郎 

窪
田
平
八
郎 

芝
原
由
松 

増
田
孫

助 

加
藤
彰 

加
藤
彦
十
郎 

保
花
さ
き 

吉

沢
卯
右
ヱ
門 

隨
原
小
右
ヱ
門 

平
本
藤
三
郎 

滝
波
七
兵
ヱ 

隨
原
又
右
ヱ
門 

隨
原
小
平 

加
士
孫
左
ヱ
門 

仲
野
助
右
ヱ
門 

沢
田
正
夫 

中
村
三
右
ヱ
門 

中
村
刑
部 

中
村
孫
太
夫 

加
藤
四
良
左
ヱ
門 

磯
部
清
助 

東
五
右
ヱ
門 

東
甚
右
ヱ
門 

山
本
彦
兵
ヱ 

櫛
村
繁 

山
本

五
良
右
ヱ
門 

平
山
長
蔵 

辻
野
繁
雄 

花
谷

沢
三 

大
谷
光
男 

中
村
重
右
ヱ
門 

中
嶋
徳

太
郎 

白
木
長
太
郎 

吉
田
一
彦 

武
長
治
良

右
ヱ
門 

山
口
弥
三
郎 

浜
野
彦
次
郎 

畑
守

甚
兵
ヱ 

石
川
清 

山
本
司 

森
本
八
十
治
郎 

山
口
甚
五
郎 

森
田
四
良
太
夫 

河
端
深 

森

本
護 

右
馬
と
め 

山
本
あ
さ 

亀
善
次
郎 

山
本
万
理
子 

谷
口
善
四
郎 

田
中
永
三
郎 

藤
井
正
一 

小
林
実 

小
松
春
一 

中
村
兵
ヱ 

竹
田
太
良
三
郎 

刀
祢
市
左
ヱ
門 

野
崎
富
三 

松
葉
は
る 

水
谷
滝
三 

佐
上
文
左
ヱ
門 

中

村
庄
太
郎 

東
治
右
ヱ
門 

中
村
勇
吉 

五
十

嵐
眞
光 

山
本
栄
一 

若
泉
す
ゑ 

岩
城
浄
蓮 

立
木
九
兵
ヱ 

篠
田
修 

沢
田
き
く 

山
本
登

志
雄 

野
崎
治
良
兵
ヱ 

清
雲
院 

奥
田
カ
ヅ

子 

沢
崎
藤
一 

田
中
和
雄 

篠
田
与
市 

野

崎
慶
子 

奥
田
幸
雄 

（
順
不
同
・
敬
称
略
） 
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令
和
四
年
八
月
四
日
㈭
開
催 

暁
天
講
座 
講
話
よ
り 

 
 

 

 

文
化
財
の
修
理
と
い
う
こ
と
で
、
お
金
も
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
文
化
庁
の
方
と
お
話
し
て
事

業
が
円
滑
に
進
む
よ
う
に
、
で
す
と
か
、
歴
史
的

建
築
物
の
修
理
の
プ
ロ
の
方
た
ち
と
契
約
し
て

工
事
を
進
め
て
い
く
の
で
す
が
、
ど
う
し
て
も
文

化
財
は
独
特
の
ル
ー
ル
や
直
し
方
の
考
え
方
が

あ
る
の
で
、
お
寺
さ
ん
と
専
門
の
方
た
ち
を
つ
な

い
で
い
く
よ
う
な
立
場
と
し
て
、
通
訳
の
よ
う
な

形
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。
お
互
い
の
思

っ
て
い
る
こ
と
を
通
訳
し
て
、
お
寺
さ
ん
に
と
っ

て
、
そ
れ
か
ら
敦
賀
市
に
と
っ
て
、
そ
し
て
国
の

文
化
財
で
す
の
で
国
に
と
っ
て
価
値
あ
る
修
理

に
な
る
よ
う
に
、
と
い
う
こ
と
で
橋
渡
し
役
と
し

て
今
後
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

仮
設
だ
け
で
二
年
か
か
っ
て
し
ま
う
の
で
、
今

後
ど
う
し
よ
う
か
と
い
う
相
談
で
す
が
、
こ
れ

だ
け
の
規
模
の
建
物
の
修
理
、
し
か
も
庫
裏
と

合
わ
せ
る
と
十
五
年
も
あ
る
修
理
と
い
う
の
も
、

敦
賀
市
で
は
も
う
な
い
。
こ
こ
以
外
に
な
い
と
い

う
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。 

例
え
ば
、
単
純
に
比
較
で
き
ま
せ
ん
が
、
柴
田

氏
庭
園
の
修
理
が
、
着
手
か
ら
完
了
ま
で
五
、
六

年
、
少
し
ず
つ
引
き
伸
ば
さ
れ
て
そ
う
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
が
、
今
年
度
末
に
完
成
で
す
。
総

額
が
三
億
円
ち
ょ
っ
と
く
ら
い
で
す
。
あ
れ
で
も

相
当
な
敦
賀
市
の
中
で
も
か
な
り
し
っ
か
り
や

っ
た
ほ
う
で
す
の
で
、
こ
ん
な
何
十
億
円
と
い
う

事
業
、
そ
し
て
こ
の
サ
イ
ズ
感
と
い
う
の
は
も
う

多
分
な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
も
昭
和
二
十
五

年
に
修
理
し
て
い
る
の
で
七
十
年
振
り
く
ら
い

で
す
か
ら
、
私
た
ち
の
生
き
て
る
う
ち
の
次
の

修
理
は
恐
ら
く
な
い
で
あ
ろ
う
と
言
え
る
と
思

い
ま
す
。 

こ
の
非
常
に
貴
重
な
機
会
を
、
で
き
る
だ
け

皆
様
に
み
て
い
た
だ
き
た
い
。
修
理
の
現
場
を

見
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
特
に
若

い
世
代
の
皆
さ
ん
に
は
、
修
理
を
見
て
い
た
だ

く
こ
と
で
文
化
財
の
大
事
に
し
よ
う
と
い
う
気

持
ち
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
し
、
敦
賀
に
こ

ん
な
す
ご
い
も
の
が
あ
る
ん
だ
と
い
う
、
郷
土
を

思
う
気
持
ち
を
育
て
て
ほ
し
い
と
も
思
い
ま
す
。 

さ
ら
に
は
、
文
化
財
を
専
門
に
仕
事
を
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
る
身
と
し
て
は
、
文
化
財
の
修
理

の
業
界
は
非
常
な
後
継
者
不
足
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
し
、
文
化
財
に
か
か
わ
る
お
仕
事
は
こ
ん

な
の
が
あ
る
ん
だ
と
知
る
き
っ
か
け
に
も
し
て

も
ら
え
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
歴
史

や
本
が
好
き
で
す
、
文
化
財
の
仕
事
を
し
た
い

な
と
思
う
人
は
、
つ
い
て
は
私
の
よ
う
な
学
芸

員
に
な
ら
な
け
れ
ば
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
た
だ
、
実
際
に
文
化
財
の
修
理
と
い
う
の
を

し
て
い
く
立
場
の
人
た
ち
は
学
芸
員
で
は
な
い

で
す
。
学
芸
員
は
ち
ょ
っ
と
古
い
と
こ
ろ
を
調
べ

て
、
補
助
金
の
申
請
を
し
て
お
寺
さ
ん
か
ら
も

お
金
出
し
て
く
だ
さ
い
よ
と
言
っ
た
り
、
事
務
処

理
し
て
る
だ
け
の
人
み
た
い
な
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
し
て
、
本
当
に
修
理
を
し
て
る
人
と
い
う
の
は

設
計
士
さ
ん
、
大
工
さ
ん
、
左
官
屋
さ
ん
、
瓦
屋

さ
ん
な
ど
職
人
さ
ん
で
す
。
あ
と
は
金
具
を
つ

く
る
職
人
さ
ん
と
か
、
文
化
財
に
か
か
わ
る
と

一
見
思
わ
な
い
職
業
で
も
、
色
ん
な
と
こ
ろ
で

文
化
財
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
よ
う

な
こ
と
を
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
知
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。
単
に
、
こ
ん
な
貴
重
な
こ
と
は

め
っ
た
に
な
い
の
で
見
物
に
来
て
く
だ
さ
い
と

い
う
の
も
い
い
。
色
ん
な
人
に
見
て
い
た
だ
く
、

こ
れ
が
文
化
財
に
と
っ
て
も
大
事
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。 

そ
も
そ
も
文
化
財
と
は
と
い
う
話
に
な
っ
て

し
ま
う
の
で
す
が
、
古
い
も
の
だ
か
ら
い
い
の
か

立
派
な
も
の
だ
か
ら
い
い
の
か
。
一
体
な
ぜ
文

化
財
に
価
値
が
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え

て
み
る
と
、
な
ぜ
か
と
な
る
と
思
い
ま
す
。 

文
化
財
は
文
化
に
価
値
を
求
め
る
わ
け
な
の

で
、
私
た
ち
自
身
一
人
一
人
が
素
敵
だ
な
、
大
事

だ
、
な
く
し
た
く
な
い
、
残
し
た
い
な
と
思
っ
て
、

社
会
の
合
意
が
と
れ
た
も
の
が
文
化
財
で
す
。 

つ
ま
り
社
会
の
中
で
こ
ん
な
も
の
い
ら
な
い

と
思
う
人
が
増
え
れ
ば
、
文
化
財
の
財
と
し
て

の
価
値
は
な
く
な
り
い
ら
な
い
も
の
に
な
り
ま

す
。
こ
の
建
物
も
壊
し
て
近
代
的
な
同
じ
規
模

の
建
物
を
建
て
た
方
が
安
い
で
す
が
、
こ
こ
で
時

間
も
手
間
も
お
金
も
か
け
て
数
百
年
前
の
こ
の

建
物
を
た
て
よ
う
と
し
た
人
の
と
同
じ
気
持
ち

で
本
堂
を
直
す
、
そ
こ
に
皆
様
が
い
い
と
思
う
、

ス
テ
キ
だ
と
思
う
、
大
事
だ
と
思
う
そ
れ
で
文

化
財
が
文
化
財
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。 

で
は
ど
う
し
た
ら
み
ん
な
が
そ
の
よ
う
な
気

持
ち
に
な
る
か
。
こ
の
建
物
が
文
化
的
な
財
産

だ
と
思
う
か
。
こ
れ
、
学
生
の
時
ず
っ
と
考
え
て

い
る
の
で
す
が
、
大
事
な
の
は
知
っ
て
る
、
な
じ

み
が
あ
る
、
単
純
な
こ
と
で
す
が
、
来
た
こ
と
が 

西
福
寺
の
文
化
財 

 
 

講
師 

 

奥
村 

香
子 

氏 

（
最
終
編
） 
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あ
る
見
た
こ
と
が
あ
る
、
触
っ
た
こ
と
が
あ
る
な

ど
の
経
験
が
非
常
に
大
事
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。
だ
か
ら
多
分
、
気
比
神
宮
に
行
っ
た

こ
と
が
な
い
人
は
恐
ら
く
敦
賀
市
内
に
い
な
い

と
思
う
の
で
す
が
、
そ
う
す
る
と
気
比
神
宮
の

大
鳥
居
が
敦
賀
の
人
に
と
っ
て
は
シ
ン
ボ
ル
的

な
気
持
ち
に
な
る
。
だ
か
ら
直
そ
う
と
し
た
時

に
ぜ
ひ
と
も
そ
れ
は
残
さ
な
い
と
い
け
な
い
も

の
だ
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
。 

同
じ
こ
と
が
他
の
文
化
財
全
部
に
も
言
え
る

わ
け
で
す
が
、
西
福
寺
も
こ
こ
に
一
度
で
も
来

た
こ
と
が
あ
る
見
た
こ
と
が
あ
る
、
修
理
を
見

に
来
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
人
が
増
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
そ
の
人
た
ち
の
思
い
出
の
中
に
西
福

寺
が
残
る
。
西
福
寺
が
思
い
出
に
残
っ
て
る
こ
と

に
よ
っ
て
次
に
残
す
た
め
に
何
か
手
を
入
れ
な

い
と
い
け
な
い
と
な
っ
た
時
、
こ
れ
は
ぜ
ひ
手
を

い
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
と
い
う
、

こ
の
サ
イ
ク
ル
が
非
常
に
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。 

つ
い
つ
い
、
修
理
が
目
の
前
に
迫
っ
て
い
る
の

で
お
金
の
こ
と
を
ど
う
か
よ
ろ
し
く
と
言
い
た

い
で
す
が
、
せ
っ
か
く
こ
ん
な
今
日
早
い
時
間
に

西
福
寺
に
愛
を
お
持
ち
の
方
だ
と
思
い
ま
す
の

で
、
ご
友
人
、
お
知
り
合
い
、
ご
親
戚
の
方
に
、

ぜ
ひ
西
福
寺
に
き
て
い
た
だ
く
、
お
金
の
無
心

は
し
な
く
て
い
い
の
で
来
て
い
た
だ
く
と
こ
ろ

か
ら
始
め
る
と
い
う
の
が
大
変
う
れ
し
い
と
思

い
ま
す
。 

最
後
に
自
分
の
西
福
寺
へ
の
愛
が
出
て
し
ま

い
恥
ず
か
し
い
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
私
も
西
福

寺
に
愛
を
持
っ
て
修
理
が
順
調
に
す
す
む
よ
う

に
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
本
日
は
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
（完
） 

 

大
原
山
西
福
寺 

法
類
総
代
・責
任
役
員
・修
理
委
員
会
副
会
長 

三
河
教
区
隨
應
院
住
職 

木
村
昭
玄
上
人 

 

去
る
三
月
三
十
日
ご
遷
化
さ
れ
る 

世
寿
七
十
二
歳 

大
蓮
社
願
譽
上
人
誓
阿
行
空
昭
玄
大
和
尚 

 
 

 
 
 
 
 
 

上
人
の
還
来
穢
国
を
願
い
謹
ん
で
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

令
和
四
年
十
月
二
日 

骨
佛
開
眼
法
要
に
て 

山
主
、
バ
イ
マ
―
ヤ
ン
ジ
ン
さ
ん
と
の
写
真 

前
列
中
央
：故
鵜
飼
隆
玄
山
主(
当
時) 

左
：故
木
村
昭
玄
上
人
、
右
：
佐
々
木
良
玄
上
人 

後
列
中
央
：二
橋
信
玄
現
山
主 

左
：山
田
孝
玄
上
人
、
右
：故
西
澤
俊
明
上
人 

（山
報 

昭
和
六
十
年
十
日
十
日
号
よ
り
） 
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西
福
寺
と
藝 

 
～
ス
ダ
ジ
イ
を
目
に 

焼
き
付
け
て
～ 

 

御
影
堂
の
外
階
段
が
売
り
場
に
な
っ
て
、
古
き
よ
き
も
の
が
次
の
方
に
譲
ら
れ

る
場
に
な
り
ま
し
た
。
見
た
目
も
不
思
議
な
空
間
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

珍
し
い
「
切
り
絵
ア
ー
ト
」
は
若
狭
出
身
、
関

東
で
活
躍
中
の
黒
猫
モ
モ
さ
ん 

日
本
画
の
画
法
で
皆
が
描
い
た

「カ
ラ
フ
ル
な
ス
ダ
ジ
イ
」 

地
区
生
産
野
菜
を
使
っ
た
味
噌
汁
・

お
に
ぎ
り
、
ぜ
ん
ざ
い
に
心
も
温
ま

り
ま
す
。 

お
お
原
の
里
で
は
サ
イ
ド
カ
ー
乗

車
体
験
が
大
人
気
で
し
た
。 

大
勢
の
方
が
半
日
か
け
て
ス
ケ
ッ
チ

さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

回
廊
か
ら
庭
や
ス
ダ
ジ
イ
を
眺
め
て

茶
懐
石
を
い
た
だ
く
人
気
企
画
。 

阿弥陀堂で御前様のミニ法話を聞く回廊カフェ

特別茶会に参加の皆さん。 

今後も様々な

ことができる

ようにロゴもデ

ザインされまし

た。 

三
月
十
二
日
㈰ 

ス
ケ
ッ
チ
画
は
、
市
役
所
食
堂
に
て

展
示
さ
れ
ま
し
た
。
（四
月
の
み
） 
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奉
賛
会
だ
よ
り
④ 

令
和
五
年
度 

西
福
寺
文
化
財
修
復
事
業
奉
賛
会
総
会 

日
時
：令
和
五
年 

六
月
三
日
㈯
十
四
時
～ 

場
所
：西
福
寺
書
院 

 ・
平
成
四
年
度
方
針 

「
国
の
重
要
文
化
財
・
敦
賀
市
の
宝
・
観
光
の

拠
点
・
心
の
安
ら
ぐ
浄
域
・
人
の
集
う
安
楽
の

聖
地
で
あ
る
名
刹
西
福
寺
。
こ
の
本
当
の
素

顔
が
市
民
の
皆
さ
ま
に
も
十
分
に
は
認
知
さ

れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
令
和
の
大
修
復

事
業
の
出
発
に
あ
た
り
、
多
く
の
皆
さ
ま
に

西
福
寺
文
化
財
修
復
事
業
の
重
要
性
、
必
要

性
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
浄
財
勧
募
の
お
願

い
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
」 

・
西
福
寺
の
素
顔
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

大
修
復
の
節
目
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
機
会
を

と
ら
ま
え
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
た
広
報
、
マ
ス

コ
ミ
や
Ｒ
Ｃ
Ｎ
へ
の
案
内
な
ど
に
努
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。 

・
浄
財
勧
募
の
お
願
い
で
は
、
敦
賀
商
工
会
議

所
の
経
済
界
の
方
々
や
敦
賀
医
師
会
の
方
々

を
は
じ
め
、
県
内
外
の
皆
様
か
ら
、
多
く
の
ご

寄
付
や
指
定
寄
付
の
ご
予
定
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

募
金
箱
設
置
個
所 

ご
紹
介 

津
内
町
・ 

三
宅
眼
科 

様 

西
福
寺
は
敦
賀
の
誇
り
、
福
井
の
誇
り
、
日

本
の
誇
り
。
み
ん
な
の
力
で
、
し
っ
か
り
と

後
世
に
残
し
ま
し
ょ
う
。 

・
西
福
寺
掌
前
味
噌 

〇
日
々
是
好
日
（市
役
所
の
売
店
） 

〇
道
の
駅
三
方
五
湖 

〇
九
十
百
千
（こ
と
も
ち

）：旧
五

湖

の
駅 

〇
キ
ト
テ
ノ
ワ 

〇
中
道
源
蔵
茶
舗
神
楽
本
店 

西
福
寺
の
名
物
と
し
て
右
記
店
舗
に

置
い
て
い
た
だ
く
な
ど
地
道
に
種
を

ま
い
て
き
て
い
ま
す
。 

・
一
方
で
奉
賛
会
会
員
の
募
集
に
つ
い

て
は
、
ご
縁
の
輪
を
十
分
に
は
ひ
ろ
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
年

を
振
り
返
り
ま
す
と
、
ご
縁
の
輪
が

肝
心
か
な
め
だ
と
い
う
の
を
痛
感
し

ま
し
た
。 

ど
う
ぞ
一
緒
に
な
っ
て
ご
縁
の
輪
を

広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
お
力
添
え
を

お
願
い
し
ま
す
。 

大
修
復
工
事
に
伴
い
、
御
影
堂
は
入
室
不
可

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
仮
御
堂
の
位
置
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。 

※
仮
御
堂
に
ト
イ
レ
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

※
山
内
工
事
中
に
付
き
、
十
分
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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【各
種
教
室
の
ご
紹
介
】 

◎
書
道
教
室 

月
二
回
・週
末
講
師 

井
上
白
紗 

一
回 

千
円 

◎
ヨ
ガ
教
室 

第
二
・
四
金
曜 

講
師 

川
島
香 

一
回 

千
円 

 

持
ち
物 

ヨ
ガ
マ
ッ
ト 

◎
華
道
教
室 

第
二
・四
木
曜
講
師 

甫
里
定
榮 

 

月
謝 

二
千
円 

花
代 

各
千
円 

 

五
月
三
日
㈬
は
お
休
み
し
ま
す 

 
 
 五

月
九
日
㈫
午
前 

日
本
ｐ
ｓ
研
修
会 

 
五
月
二
十
四
日
㈬
～
二
十
五
日
㈭ 

 

五
月
二
十
六
日
㈮
午
前 

  

六
月
三
日
㈯
十
時
～ 

 

六
月
三
日
㈯
十
四
時
～ 

  

七
月
三
日
㈪
十
四
時
～ 

 

八
月
三
日
㈭ 

四
日
㈮
各
朝
六
時
～ 

 

八
月
八
日
㈫
～
九
日
㈬ 

今
後
の
行
事
予
定 

 

【別
時
念
佛 

法
話
の
会
】 

 

【修 

養 

会
】 

 

【御 

忌 

会
】 

 

【教
育
旅
行
受
け
入
れ

】 
 

【別
時
念
佛 

法
話
の
会
】 

 

【奉
賛
会
総
会
】 

 

【別
時
念
佛 

法
話
の
会
】 

 

【暁
天
講
座
】 

  

【大
寄
法
要
】 

          

寺
務
所
通
信 

※
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
に

よ
り
各
法
要
行
事
等

の
変
更
が
あ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
西
福
寺

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
合
わ

せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

                                          

    
 

編
集
兼
発
行
人
・
二

橋

信

玄 

発
行
所
・
敦
賀
市
原
十
三-

七 

西
福
寺
寺
務
所 

電 

話
・
（
０
７
７
０
）
２
２-

３
９
２
６ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
（
０
７
７
０
）
２
２-

４
９
８
９ 

メ
ー
ル
・s

aifu
k
uji@t

m
t.ne

.j
p
 

【各種教室】 

 

  

◎
ヨ
ガ
教
室
：川
島
香 

第
二
・四
金
曜 

一
回
千
円 

  

◎
華
道
教
室
：甫
里
定
榮 

第
二
・四
木
曜 

月
謝
二
千
円 

花
代
各
千
円 

 

◎
書
道
教
室
：井
上
白
紗 

月
２
回
週
末 

一
回
千
円 

  

拝
む
人 

き
っと
人
か
ら
拝
ま
れ
る 

作
：
松
尾
佑
一 

 

西
福
寺
修
復
事
業
積
立
金 

寄
進
者
御
芳
名 

（
四
回
目
掲
載
） 

愛
知 

葉
原 

越
前
市 

米
原 

津
内
町 

白
銀
町 

市
民
有
志 

市
民
有
志 

三
河
教
区
教
務
所 

様 

花
木 

秀
実 

様 

小
形 

真
希 

様 

矢
守 

郁
夫 

様 

宮
川 

愛
子 

様 

濱
野 

様 

回
廊
カ
フ
ェ 

様 

な
む
な
む
募
金 

様 

  

五
万
円 

一
万
円 

五
、
〇
〇
〇
円 

一
万
円 

千
円 

千
円 

三
三
、
六
二
五
円 

八
、
二
三
五
円 

※
右
、
御
芳
名
を
記
し
、
西
福
寺
修
復
事
業
に
充
当
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
寄
進
者
に
対
し
心
よ
り
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

福
智
院
甫
里
信
祐
上
人
結
婚
式 

戒
師
を
さ
れ
る
山
主 

四
月
十
五
日 


